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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツに含まれる音声に対する音声認識の誤りを修正する音声認識誤り修正支援装
置であって、
　テキストデータである前記音声の認識結果と当該認識結果を構成する単語ごとの時間情
報とにより、前記認識結果を予め定めた基準でセグメントに分割する認識結果分割手段と
、
　項目情報とともに前記セグメントに含まれる単語列を表示するか否かを指定するボタン
を表示し、前記ボタンの選択により、編集領域を表示して前記セグメントの単語列を展開
するか、前記編集領域を非表示とするかの制御を行う認識結果表示制御手段と、
　前記編集領域で前記セグメントの誤りを修正する誤り修正手段と、
　前記編集領域の前記セグメントに対応する音声を再生する音声再生手段と、を備え、
　前記認識結果分割手段は、前記コンテンツに含まれる位置情報または時間情報の変化点
で、前記認識結果を分割し、
　前記誤り修正手段は、前記編集領域で指定された単語位置からの前記時間情報に対応す
る前記コンテンツの音声を前記音声再生手段により再生させることを特徴とする音声認識
誤り修正支援装置。
【請求項２】
　コンテンツに含まれる音声に対する音声認識の誤りを修正する音声認識誤り修正支援装
置であって、
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　テキストデータである前記音声の認識結果と当該認識結果を構成する単語ごとの時間情
報とにより、前記認識結果を予め定めた基準でセグメントに分割する認識結果分割手段と
、
　項目情報とともに前記セグメントに含まれる単語列を表示するか否かを指定するボタン
を表示し、前記ボタンの選択により、編集領域を表示して前記セグメントの単語列を展開
するか、前記編集領域を非表示とするかの制御を行う認識結果表示制御手段と、
　前記編集領域で前記セグメントの誤りを修正する誤り修正手段と、
　前記編集領域の前記セグメントに対応する音声を再生する音声再生手段と、を備え、
　前記コンテンツは映像を含み、前記認識結果分割手段は、前記映像のカット点で、前記
認識結果を分割し、
　前記誤り修正手段は、前記編集領域で指定された単語位置からの前記時間情報に対応す
る前記コンテンツの音声を前記音声再生手段により再生させることを特徴とする音声認識
誤り修正支援装置。
【請求項３】
　コンテンツに含まれる音声に対する音声認識の誤りを修正する音声認識誤り修正支援装
置であって、
　テキストデータである前記音声の認識結果と当該認識結果を構成する単語ごとの時間情
報とにより、前記認識結果を予め定めた基準でセグメントに分割する認識結果分割手段と
、
　項目情報とともに前記セグメントに含まれる単語列を表示するか否かを指定するボタン
を表示し、前記ボタンの選択により、編集領域を表示して前記セグメントの単語列を展開
するか、前記編集領域を非表示とするかの制御を行う認識結果表示制御手段と、
　前記編集領域で前記セグメントの誤りを修正する誤り修正手段と、
　前記編集領域の前記セグメントに対応する音声を再生する音声再生手段と、
　複数の前記セグメントに含まれる単語から、前記セグメントごとに、ＴＦ－ＩＤＦ法に
より特徴単語を前記項目情報として抽出する項目情報抽出手段と、を備え、
　前記認識結果表示制御手段は、前記セグメントに含まれる単語列を表示するか否かを指
定するボタンを含んだ前記項目情報の一覧を表示し、
　前記誤り修正手段は、前記編集領域で指定された単語位置からの前記時間情報に対応す
る前記コンテンツの音声を前記音声再生手段により再生させることを特徴とする音声認識
誤り修正支援装置。
【請求項４】
　コンテンツに含まれる音声に対する音声認識の誤りを修正する音声認識誤り修正支援装
置であって、
　テキストデータである前記音声の認識結果と当該認識結果を構成する単語ごとの時間情
報とにより、前記認識結果を予め定めた基準でセグメントに分割する認識結果分割手段と
、
　項目情報とともに前記セグメントに含まれる単語列を表示するか否かを指定するボタン
を表示し、前記ボタンの選択により、編集領域を表示して前記セグメントの単語列を展開
するか、前記編集領域を非表示とするかの制御を行う認識結果表示制御手段と、
　前記編集領域で前記セグメントの誤りを修正する誤り修正手段と、
　前記編集領域の前記セグメントに対応する音声を再生する音声再生手段と、を備え、
　前記誤り修正手段は、前記編集領域で指定された単語位置からの前記時間情報に対応す
る前記コンテンツの音声を前記音声再生手段により再生させ、前記コンテンツの音声再生
中に前記編集領域の任意の単語位置を指定されることで、前記音声再生手段における音声
の再生を停止させ、前記編集領域で指定された単語位置に音声の再生開始を示すポップア
ップメッセージを表示し、音声が停止した単語位置に音声の再生終了を示すポップアップ
メッセージを表示することを特徴とする音声認識誤り修正支援装置。
【請求項５】
　前記誤り修正手段は、前記コンテンツの音声再生中に前記編集領域の任意の単語位置を
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指定されることで、前記音声再生手段における音声の再生を停止することを特徴とする請
求項１から請求項３のいずれか一項に記載の音声認識誤り修正支援装置。
【請求項６】
　前記誤り修正手段は、前記コンテンツの音声再生に連動して、再生される音声に対応す
る前記編集領域の単語の表示属性を変更することを特徴とする請求項１から請求項５のい
ずれか一項に記載の音声認識誤り修正支援装置。
【請求項７】
　前記誤り修正手段は、前記編集領域で指定された単語または指定区間の単語列の前記時
間情報に対応する前記コンテンツの音声を、前記音声再生手段により、繰り返して再生す
ることを特徴とする請求項１から請求項６のいずれか一項に記載の音声認識誤り修正支援
装置。
【請求項８】
　コンテンツに含まれる音声に対する音声認識の誤りを修正する音声認識誤り修正支援装
置であって、
　テキストデータである前記音声の認識結果と当該認識結果を構成する単語ごとの時間情
報とにより、前記認識結果を発話内容の切り替わりごとのセグメントに分割する認識結果
分割手段と、
　項目情報とともに前記セグメントに含まれる単語列を表示するか否かを指定するボタン
を表示し、前記ボタンの選択により、編集領域を表示して前記セグメントの単語列を展開
するか、前記編集領域を非表示とするかの制御を行う認識結果表示制御手段と、
　前記編集領域で前記セグメントの誤りを修正する誤り修正手段と、
　前記編集領域の前記セグメントに対応する音声を再生する音声再生手段と、を備え、
　前記誤り修正手段は、前記編集領域で指定された単語位置からの前記時間情報に対応す
る前記コンテンツの音声を前記音声再生手段により再生させることを特徴とする音声認識
誤り修正支援装置。
【請求項９】
　コンピュータを、請求項１から請求項８のいずれか一項に記載の音声認識誤り修正支援
装置として機能させるための音声認識誤り修正支援プログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、音声認識の誤り修正を支援する音声認識誤り修正支援装置およびそのプログ
ラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　番組取材等で収録した音声素材（映像・音声素材を含む）の音声を文字として利用する
場合、音声を文字に書き起こす作業が必須の作業となっている。通常、この作業は、作業
者が収録した素材の音声を聴取し、端末のキーボード等で文字を入力することにより行っ
ている。このとき、作業者は、音声の再生と停止を頻繁に繰り返したり、何度も同一箇所
の音声を聞き直したりすることになるが、この作業は熟練者であっても素材の収録時間に
対して約６倍の作業時間がかかるとも言われている。
【０００３】
　従来、音声の書き起こし作業を支援する技術として、入力された音声を任意の単位に区
切った文（セル）ごとに音声認識処理を施し、音声認識処理された認識結果と、これに対
応する音声とを比較し、音声認識処理の誤りを修正する技術が開示されている（特許文献
１参照）。
　この技術は、音声認識処理においてセル単位で音声を再生し、操作者がセル単位で認識
結果を修正し、セルの修正を一般的なテキストエディタの操作で行う。また、この技術で
は、操作者は、特殊な操作を覚える必要はなく、セルの修正後、セルの先頭から音声を再
生して、操作者が認識結果を正しく修正したか否かを確認していた。
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【０００４】
　また、従来の音声の書き起こし作業を支援する技術として、音声の認識結果を、単語ご
とに対応付けて、単語単位で修正する技術が開示されている（特許文献２，３参照）。
　この技術は、字幕放送等のリアルタイム性が要求される誤り修正や、誤りの少ない認識
結果を修正する場合には有効である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１５－１８４５６４号公報
【特許文献２】特開２００４－２２６９１０号公報
【特許文献３】特開２００５－２２８１７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１で開示されている技術は、セル単位で音声の再生および認識結果の修正を行
うため、修正箇所が少なくても、修正箇所の音声と修正結果が合致するか否かを確認する
ために、セルの先頭から音声を再生する必要がある。
　そのため、この技術は、セルの途中にある修正対象箇所の音声が再生されるまで、待ち
時間が発生してしまうという問題があった。また、この技術は、セル内で、認識結果に対
応する音声を操作者が聞き分ける必要があるため、認識結果が悪くなると、音声と修正対
象とを対応付けることが困難になってしまうという問題があった。
【０００７】
　また、特許文献２，３で開示されている技術のように、音声の認識結果を単語単位で修
正する技術では、認識結果の修正と音声の確認とを素早く行うことは可能である。しかし
、複数の単語に渡って認識誤りがある場合、順番に単語を指定して修正を行わなければな
らず、手順が複雑となり、その操作に慣れるまでに時間がかかってしまうという問題があ
った。
【０００８】
　そこで、本発明は、音声認識の誤りを修正する際に、修正対象箇所の音声を素早く再生
し、簡易な操作で音声認識の誤り修正を行うことが可能な音声認識誤り修正支援装置およ
びそのプログラムを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記課題を解決するため、本発明に係る音声認識誤り修正支援装置は、コンテンツの音
声に対する音声認識の誤りを修正する音声認識誤り修正支援装置であって、認識結果分割
手段と、認識結果表示制御手段と、誤り修正手段と、音声再生手段と、を備える構成とし
た。
【００１１】
　かかる構成において、音声認識誤り修正支援装置は、認識結果分割手段によって、テキ
ストデータである音声の認識結果と当該認識結果を構成する単語ごとの時間情報とにより
、認識結果を予め定めた基準でセグメントに分割する。
【００１３】
　そして、音声認識誤り修正支援装置は、認識結果表示制御手段によって、項目情報とと
もにセグメントに含まれる単語列を表示するか否かを指定するボタンを表示する。また、
音声認識誤り修正支援装置は、認識結果表示制御手段によって、ボタンの選択により、編
集領域を表示してセグメントの単語列を展開するか、編集領域を非表示とするかの制御を
行う。これによって、認識結果表示制御手段は、音声の認識結果をすべて表示するのでは
なく、項目一覧によって操作者に編集対象のセグメントを指定させ、対象となったセグメ
ントの単語列を編集領域に展開して操作者に提示する。
【００１４】
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　そして、音声認識誤り修正支援装置は、誤り修正手段によって、編集領域でセグメント
の誤りを修正する。このとき、誤り修正手段は、編集領域で指定された単語位置からの時
間情報に対応するコンテンツの音声を音声再生手段により再生させる。これによって、誤
り修正手段は、認識結果またはその修正結果に対応する音声を操作者が素早く確認可能な
ように、指定された位置の単語から音声を再生する。
　なお、音声認識誤り修正支援装置は、コンピュータを、前記した各手段として機能させ
るための音声認識誤り修正支援プログラムで動作させることができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明は、以下に示す優れた効果を奏するものである。
　本発明によれば、素材コンテンツの音声認識結果を分割して、項目の一覧を表示するた
め、簡易な操作で音声認識の誤りを確認したい認識結果を素早く選択することができる。
　また、本発明によれば、編集領域で単語の位置を指定するという簡易な操作で、対応す
る音声を再生するため、音声認識結果の誤りの発見や、修正確認を素早く行うことができ
る。
　これによって、本発明は、特別なスキルを必要とせずに、音声認識結果の誤りを修正す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施形態に係る音声認識誤り修正支援装置の構成を示すブロック構成図
である。
【図２】素材情報記憶手段が記憶する記憶内容を説明するための説明図である。
【図３】素材コンテンツを選択する素材コンテンツ選択画面の一例を示す画面構成図であ
る。
【図４】素材コンテンツの音声認識結果を分割した項目の一覧を示す項目一覧画面の一例
を示す画面構成図である。
【図５】項目一覧画面で編集領域に音声認識結果を展開した例を示す画面構成図である。
【図６】編集領域における編集作業の一例を説明するための説明図である。
【図７】音声再生に連動して編集領域の単語の表示属性を変更する例を説明するための説
明図である。
【図８】編集領域における編集作業の操作内容を提示する例を説明するための説明図であ
る。
【図９】編集領域における音声の繰り返し再生を指定する例を説明するための説明図であ
る。
【図１０】本発明の実施形態に係る音声認識誤り修正支援装置の音声認識結果をセグメン
ト単位で生成するセグメント情報生成動作を示すフローチャートである。
【図１１】本発明の実施形態に係る音声認識誤り修正支援装置の音声認識結果をセグメン
ト単位で表示装置に提示するセグメント情報提示動作を示すフローチャートである。
【図１２】本発明の実施形態に係る音声認識誤り修正支援装置の音声再生を行いながら認
識結果を修正するセグメント修正動作を示すフローチャートである。
【図１３】本発明の変形例の実施形態に係る音声認識誤り修正支援装置の構成を示すブロ
ック構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
［音声認識誤り修正支援装置の構成］
　最初に、図１を参照して、本発明の実施形態に係る音声認識誤り修正支援装置１の構成
について説明する。
　音声認識誤り修正支援装置１は、少なくとも音声を含んだ素材コンテンツにおける音声
の認識誤りの修正を支援するものである。なお、本実施形態では、素材コンテンツは、映



(6) JP 6865701 B2 2021.4.28

10

20

30

40

50

像と音声とからなるコンテンツ、例えば、放送用素材とする。
【００１８】
　音声認識誤り修正支援装置１は、図１に示すように、素材コンテンツ入力手段１０と、
音声認識手段１１と、認識結果分割手段１２と、項目情報抽出手段１３と、素材情報記憶
手段１４と、編集手段１５と、書き起こし結果出力手段１６と、を備える。
【００１９】
　素材コンテンツ入力手段１０は、素材コンテンツを入力するものである。
　素材コンテンツ入力手段１０は、例えば、外部の記憶媒体から素材コンテンツを入力す
るものであってもよいし、通信回線を介して入力するものであってもよい。
　この素材コンテンツ入力手段１０は、入力した素材コンテンツのうち、音声については
、音声認識手段１１に出力する。また、素材コンテンツ入力手段１０は、入力した素材コ
ンテンツ（映像・音声）を、後記する編集手段１５における修正作業に使用するため、素
材情報記憶手段１４に書き込み記憶する。
【００２０】
　なお、素材コンテンツ入力手段１０は、素材情報記憶手段１４に素材コンテンツを書き
込んだ後、音声認識手段１１に対して、素材コンテンツの書き込み完了を通知し、音声認
識手段１１が素材情報記憶手段１４から音声を読み出すこととしてもよい。
【００２１】
　音声認識手段１１は、素材コンテンツ入力手段１０が入力した素材コンテンツの音声を
認識し、テキストデータである認識結果と当該認識結果を構成する単語ごとの時間情報と
を生成するものである。
　この音声認識手段１１は、図示を省略した言語モデル、音響モデル、発音辞書により、
音声認識を行い、認識した単語と、その単語の音声の先頭からの経過時間を示す時間情報
とを生成する。音声認識手段１１は、生成した認識結果の単語と時間情報とを認識結果分
割手段１２に出力する。なお、音声認識手段１１における音声認識の手法は、例えば、特
開２０１０－１７５７６５等に開示された音声から単語列を認識し、その結果を出力する
手法を用いてもよい。
【００２２】
　認識結果分割手段１２は、音声認識手段１１で認識された認識結果（単語列）を、予め
定めた基準で分割するものである。以下、認識結果分割手段１２で生成された分割認識結
果のそれぞれのかたまりをセグメントとよぶ。
　認識結果分割手段１２が用いる分割の基準は、任意の基準を予め定めることができる。
　例えば、分割の基準として、音声の無音区間を用いることができる。この場合、認識結
果分割手段１２は、素材情報記憶手段１４に記憶されている音声から音響特徴量であるパ
ワー等によって無音区間を検出し、音声認識手段１１による認識結果を、無音区間の前後
で分割する。
【００２３】
　また、例えば、分割の基準として、映像のカット点を用いることができる。この場合、
認識結果分割手段１２は、素材情報記憶手段１４に記憶されている映像から、隣接するフ
レームの画像特徴が予め定めた基準よりも大きく異なるフレームをカット点として検出し
、カット点の時間の前後で認識結果を分割する。
【００２４】
　また、例えば、分割の基準として、素材コンテンツに予め付加されているメタ情報を用
いてもよい。メタ情報としては、ＧＰＳ（Global Positioning System）の位置情報（ジ
オタグ）等がある。この場合、認識結果分割手段１２は、位置情報によって、素材コンテ
ンツを撮影または集音した場所が異なっている時点で、認識結果を分割する。
【００２５】
　認識結果分割手段１２は、音声認識結果を分割したセグメントを、項目情報抽出手段１
３に出力する。また、認識結果分割手段１２は、セグメントごとに、単語とその時間情報
とを素材情報記憶手段１４に書き込み記憶する。
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【００２６】
　項目情報抽出手段１３は、認識結果分割手段１２で分割されたセグメントごとに、当該
セグメントに含まれる特徴単語を項目として抽出するものである。
　この特徴単語は、セグメント内に含まれる特徴的な単語である。例えば、項目情報抽出
手段１３は、ＴＦ－ＩＤＦ法（ＴＦ：Term Frequency、単語の出現頻度、ＩＤＦ:Inverse
 Document Frequency、逆文書頻度）によりセグメントを特徴付ける単語を抽出する。Ｔ
Ｆ－ＩＤＦは、文書（本実施形態では、セグメント）中の単語に関する重みの一種であり
、主に情報検索や文章要約などの分野で利用される。
　具体的には、項目情報抽出手段１３は、セグメントｓ内の単語ｗの出現頻度ｔｆ（ｗ，
ｓ）を、以下の式（１）で算出する。
【００２７】
【数１】

【００２８】
　この式（１）で、ｎｗ，ｓは、ある単語ｗのセグメントｓ内での出現回数、Σｔ∈ｓｎ

ｔ，ｓは、セグメントｓ内のすべての単語の出現回数の和を示す。
　また、項目情報抽出手段１３は、ある単語ｗの逆文書頻度ｉｄｆ（ｗ）を、以下の式（
２）で算出する。
【００２９】

【数２】

【００３０】
　この式（２）で、Ｎは、素材コンテンツ内の全セグメント数、ｄｆ（ｗ）は、ある単語
ｗが出現する素材コンテンツのセグメントの数（総セグメント数〔総文書数〕）を示す。
　そして、項目情報抽出手段１３は、セグメント内の各単語について、以下の式（３）に
示すように、式（１）のｔｆ値と式（２）のｉｄｆ値との積が最も大きい単語、あるいは
、予め定めた基準値よりも大きい単語を、当該セグメントの特徴単語とする。
【００３１】
【数３】

【００３２】
　項目情報抽出手段１３は、抽出した項目を、セグメントに対応付けて素材情報記憶手段
１４に書き込み記憶する。
　なお、項目情報抽出手段１３は、ＴＦ－ＩＤＦ法を用いずに、セグメントを形態素解析
し、名詞や固有名詞を特徴単語として抽出することとしてもよい。
【００３３】
　また、項目情報抽出手段１３は、素材コンテンツが映像を含んでいる場合、特徴単語以
外に、セグメントに対応する時間区間の映像からサムネイル画像を抽出してもよい。例え
ば、項目情報抽出手段１３は、セグメントに対応する時間区間の映像の先頭フレームをサ
ムネイル画像として抽出する。項目情報抽出手段１３は、抽出したサムネイル画像を、セ
グメントに対応付けて素材情報記憶手段１４に書き込み記憶する。
【００３４】
　素材情報記憶手段（記憶手段）１４は、音声認識の誤りを修正する対象となる素材コン
テンツと、素材コンテンツをセグメントに分割した各種情報とを記憶するものである。こ
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の素材情報記憶手段１４は、ハードディスク、半導体メモリ等の一般的な記憶媒体で構成
することができる。
【００３５】
　ここで、図２を参照（適宜図１参照）して、素材情報記憶手段１４が記憶する素材情報
について具体的に説明する。
　図２に示すように、素材情報記憶手段１４は、音声認識誤りを修正する対象となる素材
コンテンツ（映像・音声）Ａ，Ｂ…を記憶する。この素材コンテンツ（映像・音声）Ａ，
Ｂ…は、素材コンテンツ入力手段１０によって、記憶されたものである。
【００３６】
　また、図２に示すように、素材情報記憶手段１４は、素材コンテンツごとに、音声認識
結果をセグメントに分割した情報を記憶する。
　図２の例では、素材コンテンツの識別情報（ここでは、ファイル名Ａ，Ｂ，…）ごとに
、セグメント（識別情報ａ１，ａ２，…，ｂ１，…）を対応付けている。
　各セグメントは、単語ｗと時間情報tとを複数含み、それぞれは対応付けられている。
　このセグメントごとの単語ｗおよび時間情報ｔは、音声認識手段１１で対応付けられた
単語および時間情報を、認識結果分割手段１２が分割した情報である。
【００３７】
　また、各セグメントは、項目ｋとサムネイル画像ｇとを含む。項目ｋは、項目情報抽出
手段１３が抽出した特徴単語である。サムネイル画像ｇは、項目情報抽出手段１３が当該
セグメントの先頭の時間情報に対応した、素材コンテンツの映像から抽出したフレーム画
像である。
　なお、ここでは、素材コンテンツと、素材コンテンツの音声認識結果を分割したセグメ
ントとを、同一の記憶手段に記憶しているが、別々の記憶手段に記憶することとしてもよ
い。
　図１に戻って、音声認識誤り修正支援装置１の構成について説明を続ける。
【００３８】
　編集手段１５は、外部に接続された修正端末（入力装置２、表示装置３、スピーカ４）
を用いて、操作者が、素材情報記憶手段１４に記憶されている音声認識結果を修正するも
のである。なお、修正端末の表示装置３は、タッチパネルを備える構成としてもよい。
　編集手段１５は、図１に示すように、素材コンテンツ選択手段１５０と、認識結果表示
制御手段１５１と、誤り修正手段１５２と、映像／音声再生手段１５３と、を備える。
【００３９】
　素材コンテンツ選択手段１５０は、修正対象となる素材コンテンツを選択するものであ
る。例えば、素材コンテンツ選択手段１５０は、図３に示すように、素材情報記憶手段１
４に記憶されている素材コンテンツＡ，Ｂ，Ｃのいずれかを選択するための選択ボタン３
０１を含んだ素材コンテンツ選択画面３０を表示装置３に表示する。そして、素材コンテ
ンツ選択手段１５０は、素材コンテンツ選択画面３０上の選択ボタン３０１の押下により
、修正対象となる素材コンテンツを選択する。素材コンテンツ選択手段１５０は、選択さ
れた素材コンテンツのファイル名等の識別情報を、認識結果表示制御手段１５１に出力す
る。
【００４０】
　認識結果表示制御手段１５１は、セグメントごとに、項目と当該セグメントに含まれる
単語列を表示するか否かを指定する選択ボタンとを表示し、選択ボタンの押下により、セ
グメントの単語列を表示するか否かを制御するものである。
【００４１】
　ここで、図４および図５を参照（適宜図１参照）して、認識結果表示制御手段１５１が
表示する画面例について、その制御内容とともに説明する。
　図４に示すように、認識結果表示制御手段１５１は、項目一覧画面３１を表示装置３の
画面上に表示する。
　項目一覧画面３１は、選択ボタン３１１と、項目表示欄３１２と、サムネイル画像表示
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領域３１３と、タイムテーブル表示欄３１４と、スクロールバー表示欄３１５と、で構成
される。
【００４２】
　選択ボタン３１１は、セグメントごとに単語列を表示するか否かの選択を行うボタンで
ある。
　項目表示欄３１２は、セグメント内で抽出された項目を表示する領域である。認識結果
表示制御手段１５１は、素材情報記憶手段１４から、当該セグメントに対応する項目（図
２の項目ｋ）を読み出して、項目表示欄３１２に表示する。
　サムネイル画像表示領域３１３は、セグメント内で抽出されたサムネイル画像を表示す
る領域である。認識結果表示制御手段１５１は、素材情報記憶手段１４から、当該セグメ
ントに対応するサムネイル画像（図２のサムネイル画像ｇ）を読み出して、サムネイル画
像表示領域３１３に表示する。
【００４３】
　タイムテーブル表示欄３１４は、素材コンテンツの時間軸上におけるセグメント位置を
示すタイムテーブルを表示する欄である。認識結果表示制御手段１５１は、素材情報記憶
手段１４のセグメントの時間情報（図２の時間情報ｔ）を参照して、タイムテーブルを生
成し表示する。
　スクロールバー表示欄３１５は、項目一覧が画面に収まらない場合に、どの部分のセグ
メントを表示しているのかを示すスクロールバーを表示する欄である。認識結果表示制御
手段１５１は、スクロールバーの上下によって、画面上の項目一覧を更新する。
　このように、項目一覧画面３１を表示することで、操作者は、項目を確認することがで
き、一度に音声認識結果を表示する場合に比べて、音声認識結果を確認したいセグメント
を容易に選択することができる。
【００４４】
　この項目一覧画面３１において、操作者が行う入力装置２のマウスのクリック、あるい
は、表示装置３のタッチパネルへのタッチによる選択ボタン（図４中、「ｏｐｅｎ」）３
１１の押下により、認識結果表示制御手段１５１は、項目一覧画面３１において、セグメ
ントの単語列の修正を行う編集領域３１６（図５参照）を表示する。
【００４５】
　図５は、編集領域３１６を表示した項目一覧画面３１Ｂを示す画面例である。
　この項目一覧画面３１Ｂは、図４で説明した項目一覧画面３１に対して、選択されたセ
グメントにおいて、動画表示領域３１３Ｂと、編集領域３１６とが表示される。
【００４６】
　動画表示領域３１３Ｂは、セグメントに対応する素材コンテンツを再生する領域である
。認識結果表示制御手段１５１は、当該セグメントが選択されたタイミングで、素材情報
記憶手段１４のセグメントの時間情報（図２の時間情報ｔ）を参照して、対応する素材コ
ンテンツの映像の先頭フレームを動画表示領域３１３Ｂに表示する。この動画表示領域３
１３Ｂの画像領域をマウス等でクリック、あるいは再生開始ボタンｓｔを押下されること
で、認識結果表示制御手段１５１は、映像／音声再生手段１５３に当該素材コンテンツの
再生を指示する。
【００４７】
　編集領域３１６は、セグメントに対応する単語列を表示し、編集対象となる領域である
。認識結果表示制御手段１５１は、編集領域３１６に、素材情報記憶手段１４に記憶され
ている当該セグメントに対応する単語列（図２の単語ｗの列）を展開する。
　なお、このとき、認識結果表示制御手段１５１は、選択ボタン３１１を、編集領域３１
６を非表示とするボタン（図４中、「ｃｌｏｓｅ」）とする。そして、選択ボタン（図４
中、「ｃｌｏｓｅ」）３１１の押下により、認識結果表示制御手段１５１は、編集領域３
１６を非表示とし、動画表示領域３１３Ｂをサムネイル画像表示領域３１３として、図４
の項目一覧画面３１に表示を戻す。
　図１に戻って、音声認識誤り修正支援装置１の構成について説明を続ける。
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【００４８】
　誤り修正手段１５２は、操作者の編集操作により、編集領域３１６（図５）において、
セグメントの単語列の誤りを修正するものである。この誤り修正手段１５２は、単語列を
修正する編集動作においては、一般的なテキストエディタ（スクリーンエディタ）として
機能する。ただし、誤り修正手段１５２は、単語列を修正する際に、音声を再生する機能
を有する。
【００４９】
　具体的には、誤り修正手段１５２は、編集領域３１６（図５）において、マウスのクリ
ック、あるいは、タッチパネルへのタッチにより、選択された単語から音声を再生する。
また、音声再生中、再度、任意の位置を選択されることで、誤り修正手段１５２は、音声
の再生を停止する。
【００５０】
　図６は、編集領域における編集作業の一例を説明するための説明図である。
　例えば、図６の編集領域３１６において、「３月」が選択された場合、誤り修正手段１
５２は、素材情報記憶手段１４のセグメントの時間情報（図２の時間情報ｔ）を参照して
、対応する素材セグメントの位置から音声を再生するように、映像／音声再生手段１５３
に指示する。なお、このとき、音声に連動して、動画表示領域３１３Ｂ（図５）において
、音声再生の時間に対応する映像を再生することとしてもよい。
　ここで、操作者が、誤り（ここでは、「ハタ寒い」）を発見して修正箇所をマウスでク
リック等することで、誤り修正手段１５２は、音声再生を停止してカーソルＣを表示する
。そして、誤り修正手段１５２は、操作者の編集操作により、誤りである「ハタ寒い」を
「肌寒い」と修正する。そして、誤り修正手段１５２は、素材情報記憶手段１４に記憶さ
れている誤りのあった単語を、修正後の単語に置き換える。これによって、音声認識誤り
修正支援装置１は、操作者による修正後の保存操作を省略することができる。
【００５１】
　また、誤り修正手段１５２は、マウスクリック等で指定された単語位置から音声を再生
する。
　図７は、音声再生に連動して編集領域の単語の表示属性を変更する例を説明するための
説明図である。例えば、図７に示すように、編集領域３１６において、音声の再生を開始
したい箇所をマウス等で選択された場合、誤り修正手段１５２は、素材情報記憶手段１４
のセグメントの時間情報（図２の時間情報ｔ）を参照し、選択した単語から再生停止の指
示があるまで音声を再生するように、映像／音声再生手段１５３に指示する。
　そして、誤り修正手段１５２は、図７に示すように、音声の再生位置とセグメント中の
再生有無とを明示するように、音声の再生に連動して、再生される音声に対応する各単語
の表示部分の表示属性を変更する。例えば、誤り修正手段１５２は、音声に対応する単語
を、白黒反転または予め定めた色でカラー表示する。
【００５２】
　このとき、誤り修正手段１５２は、操作者が行った操作のフィードバック情報を画面上
に提示する。例えば、図８に示すように、誤り修正手段１５２は、選択された単語位置に
音声の再生開始を示すポップアップメッセージｐｏｐ１を表示し、音声が停止した単語位
置に音声の再生終了を示すポップアップメッセージｐｏｐ２を表示する。これによって、
操作者が不慣れであっても、自身の操作内容を把握することができ、安心して操作を行う
ことができる。
【００５３】
　また、誤り修正手段１５２は、指定された単語または単語列に対応する音声を繰り返し
再生することもできる。
　例えば、図９に示すように、編集領域３１６において、音声を再生したい単語または単
語列をマウス等で選択（図中、白黒反転領域）することで、誤り修正手段１５２は、ポッ
プアップメニューｐｍを表示し、「繰り返し再生」を選択されることで、対応する単語ま
たは単語列の音声を繰り返し再生する。
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　図１に戻って、音声認識誤り修正支援装置１の構成について説明を続ける。
【００５４】
　映像／音声再生手段１５３は、素材コンテンツの映像および音声を再生するものである
。この映像／音声再生手段１５３は、認識結果表示制御手段１５１または誤り修正手段１
５２から指定された位置から、素材コンテンツ（映像・音声）を再生する。
【００５５】
　書き起こし結果出力手段１６は、編集手段１５で修正された音声認識結果（書き起こし
結果）を、外部に出力するものである。
　この書き起こし結果出力手段１６は、素材コンテンツのファイル名、または、素材コン
テンツ内のセグメントの識別番号を指定されることで、素材情報記憶手段１４に記憶され
ている該当する素材コンテンツまたはセグメントの単語列を読み出して出力する。
【００５６】
　以上説明したように音声認識誤り修正支援装置１を構成することで、音声認識誤り修正
支援装置１は、簡易なテキスト編集操作で、認識結果の単語とその元となった音声とを確
認しながら、音声認識の誤りを修正することができる。また、音声認識誤り修正支援装置
１は、素材コンテンツに対して、セグメント単位で部分的に誤り修正を行うことができる
。
　なお、音声認識誤り修正支援装置１は、コンピュータを、前記した各手段として機能さ
せるための音声認識誤り修正支援プログラムで動作させることができる。
【００５７】
［音声認識誤り修正支援装置の動作］
　次に、図１０～図１２を参照して、本発明の実施形態に係る音声認識誤り修正支援装置
１の動作について説明する。なお、ここでは、音声認識誤り修正支援装置１の動作として
、素材コンテンツに対して音声認識による認識結果をセグメント単位で生成するセグメン
ト情報生成動作と、認識結果をセグメント単位で表示装置３に提示するセグメント情報提
示動作と、音声再生を行いながら認識結果を修正するセグメント修正動作と、について説
明する。
【００５８】
（セグメント情報生成動作）
　まず、図１０を参照（適宜図１参照）して、音声認識誤り修正支援装置１のセグメント
情報生成動作について説明する。
　ステップＳ１において、素材コンテンツ入力手段１０は、音声認識を行う素材コンテン
ツを入力する。このとき、素材コンテンツ入力手段１０は、入力した素材コンテンツを素
材情報記憶手段１４に書き込み記憶する。
【００５９】
　ステップＳ２において、音声認識手段１１は、ステップＳ１で入力した素材コンテンツ
の音声を認識し、テキストデータである認識結果と当該認識結果を構成する単語ごとの時
間情報とを対応付けて生成する。
【００６０】
　ステップＳ３において、認識結果分割手段１２は、ステップＳ２で認識された認識結果
を、予め定めた基準、例えば、映像のカット点、音声の無音区間等によりセグメントに分
割する。このとき、認識結果分割手段１２は、セグメント単位で、認識結果の単語と時間
情報とを対応付けて、素材コンテンツを素材情報記憶手段１４に書き込み記憶する。
【００６１】
　ステップＳ４において、項目情報抽出手段１３は、ステップＳ３で分割されたセグメン
トごとに、セグメントに含まれる特徴単語を項目として抽出するとともに、セグメントに
対応する映像からサムネイル画像を抽出する。このとき、項目情報抽出手段１３は、抽出
した項目およびサムネイル画像を、セグメントに対応付けて素材情報記憶手段１４に書き
込み記憶する。
　以上の動作によって、音声認識誤り修正支援装置１は、図２に示すように、素材情報記
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憶手段１４に、素材コンテンツと、素材コンテンツをセグメントに分割した各種情報とを
記憶する。
【００６２】
（セグメント情報提示動作）
　次に、図１１を参照（適宜図１参照）して、音声認識誤り修正支援装置１のセグメント
情報提示動作について説明する。
　ステップＳ１０において、素材コンテンツ選択手段１５０は、素材情報記憶手段１４に
記憶されている素材コンテンツのいずれかを選択するための選択ボタンを含んだ素材コン
テンツ選択画面３０(図３参照)を表示装置３に表示する。
【００６３】
　ステップＳ１１において、素材コンテンツ選択手段１５０は、画面上で選択ボタンが押
下されるまで待機し（ステップＳ１１でＮｏ）、選択ボタンが押下された場合（ステップ
Ｓ１１でＹｅｓ）、ステップＳ１２以降の制御を行う認識結果表示制御手段１５１に制御
を移す。
【００６４】
　ステップＳ１２において、認識結果表示制御手段１５１は、素材情報記憶手段１４に記
憶されている各種の情報に基づいて、セグメントごとに、項目と当該セグメントに含まれ
る単語列を表示するか否かを指定する選択ボタンとを含んだ項目一覧画面３１（図４参照
）を表示装置３に表示する。
【００６５】
　ステップＳ１３において、認識結果表示制御手段１５１は、項目一覧画面で選択ボタン
（ｏｐｅｎ）が押下されるまで待機する（ステップＳ１３でＮｏ）。
　一方、選択ボタン（ｏｐｅｎ）が押下された場合（ステップＳ１３でＹｅｓ）、ステッ
プＳ１４において、認識結果表示制御手段１５１は、図５に示すように、選択されたセグ
メントに対応して編集領域３１６を表示し、素材情報記憶手段１４に記憶されている当該
セグメントに対応する認識結果である単語列を編集領域３１６に展開する。
【００６６】
　この動作以降、音声認識誤り修正支援装置１は、操作者が画面上で編集結果を修正可能
な状態に移行する。なお、選択ボタン（ｏｐｅｎ）の押下により編集領域３１６を表示し
た場合、認識結果表示制御手段１５１は、任意のタイミングで、選択ボタン（ｃｌｏｓｅ
）の押下により編集領域３１６を非表示とすることができるが、この非表示の動作につい
ては図示を省略した。また、項目一覧画面３１Ｂ（図５参照）の動画表示領域３１３Ｂに
おける素材コンテンツの再生動作についてもここでは説明を省略する。
　以上の動作によって、音声認識誤り修正支援装置１は、素材コンテンツをセグメント単
位で、音声認識の誤りを修正することが可能になる。
【００６７】
（セグメント修正動作）
　次に、図１２を参照（適宜図１参照）して、音声認識誤り修正支援装置１のセグメント
修正動作について説明する。なお、セグメント修正動作は、操作者が行う任意の手順であ
るため、ここでは、音声再生と修正動作とを併せて行う動作の一例で説明する。
【００６８】
　ステップＳ２０において、誤り修正手段１５２は、操作者のマウスのクリック、あるい
は、タッチパネルへのタッチにより、編集領域３１６（図５）内の音声を再生したい単語
または単語列を選択する。このとき、誤り修正手段１５２は、映像／音声再生手段１５３
を介して、素材情報記憶手段１４のセグメントの時間情報を参照して、単語または単語列
に対応する時間の音声を再生する。これによって、操作者は、音声と音声認識された単語
列とを対比して確認することができる。
【００６９】
　ステップＳ２１において、誤り修正手段１５２は、操作者のマウスのクリック、あるい
は、タッチパネルへのタッチにより、修正箇所の位置の指定を受け付ける。このとき、誤
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り修正手段１５２は、音声が単語列の末尾まで再生されていない、あるいは、繰り返し再
生中で、音声が再生中であれば、音声の再生を停止する。
【００７０】
　ステップＳ２２において、誤り修正手段１５２は、編集領域の指定された位置にカーソ
ルを表示して、文字削除、文字挿入等の操作者の編集作業により、認識誤りを修正する。
ここで、誤り修正手段１５２は、素材情報記憶手段１４の単語を修正結果で更新する。
【００７１】
　ステップＳ２３において、誤り修正手段１５２は、操作者のマウスのクリック、あるい
は、タッチパネルへのタッチにより、修正を行った箇所の位置の指定を受け付ける。この
とき、誤り修正手段１５２は、映像／音声再生手段１５３を介して、素材情報記憶手段１
４のセグメントの時間情報を参照して、単語または単語列に対応する時間の音声を再生す
る。これによって、操作者は、修正結果が正しいか否かを確認することができる。
【００７２】
　なお、図示を省略しているが、ステップＳ２３における操作者の確認で、修正箇所がま
だ正しく修正されていない場合、ステップＳ２１に戻って、動作を繰り返す。
　以上の動作によって、音声認識誤り修正支援装置１は、音声認識の誤りを修正する際に
、修正対象箇所の音声を素早く再生し、簡易な操作で音声認識の誤り修正することができ
る。
【００７３】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は、この実施形態に限定されるも
のではない。
　ここでは、素材コンテンツを、映像および音声を含んだものとして説明したが、音声の
みの素材コンテンツであっても構わない。
　その場合、項目情報抽出手段１３は、項目のみを抽出し、サムネイル画像を抽出しない
こととすればよい。また、映像／音声再生手段１５３は、音声のみを再生する音声再生手
段とすればよい。
【００７４】
　また、ここでは、音声認識誤り修正支援装置１に、直接、修正端末（入力装置２、表示
装置３、スピーカ４）を接続する構成としたが、これらは、ネットワークを介して接続す
る形態であっても構わない。
【００７５】
　また、音声認識誤り修正支援装置１は、修正端末を複数備える構成であっても構わない
。その場合、認識結果表示制御手段１５１は、ある修正端末が修正を行っているセグメン
トについて、他の修正端末が修正対象として選択しないように排他制御し、例えば、他の
修正端末において、選択ボタンを表示しないようにする。
【００７６】
　また、音声認識誤り修正支援装置１の編集手段１５は、認識結果を修正するサーバとし
て、画面制御を行うユーザインタフェースを提供し、ネットワークを介して接続された複
数の修正端末が、当該ユーザインタフェースを介して動作するクライアントとして機能さ
せることとしてもよい。これによって、ネットワークを介して、複数の地点で、音声認識
の誤りを修正することができる。
【００７７】
　また、音声認識誤り修正支援装置１は、音声認識手段１１を外部に備えてもよい。
　例えば、図１３に示す音声認識誤り修正支援装置１Ｂの構成としてもよい。音声認識誤
り修正支援装置１Ｂは、音声認識誤り修正支援装置１（図１）の音声認識手段１１を音声
認識装置として外部に備える。この場合、認識結果分割手段１２は、音声認識手段１１か
ら出力される音声の認識結果と当該認識結果を構成する単語ごとの時間情報とを、入力イ
ンタフェースである認識結果入力手段１７を介して入力すればよい。
　なお、音声認識誤り修正支援装置１Ｂも、コンピュータを、前記した各手段として機能
させるための音声認識誤り修正支援プログラムで動作させることができる。
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【符号の説明】
【００７８】
　１，１Ｂ　音声認識誤り修正支援装置
　１０　　　素材コンテンツ入力手段
　１１　　　音声認識手段
　１２　　　認識結果分割手段
　１３　　　項目情報抽出手段
　１４　　　素材情報記憶手段（記憶手段）
　１５　　　編集手段
　１５０　　素材コンテンツ選択手段
　１５１　　認識結果表示制御手段
　１５２　　誤り修正手段
　１５３　　映像／音声再生手段（音声再生手段）
　１６　　　書き起こし結果出力手段
　１７　　　認識結果入力手段

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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